
 

 
https://iidrill.com 

 

解説

★★★ （1） ①水素は水に溶けにくい、②は酸素、③は二酸化炭素、④は塩素、⑤は酸素、⑥が水素（答え）の性質である。

★★★ （2） アンモニアを発生させる方法は、塩化アンモニウムに水酸化ナトリウム（水酸化カルシウム）を加えると発生する。

★★★ （3） アは水素、イは二酸化炭素、ウはアンモニア、エは酸素（答え）の発生方法の説明である。

★★★ （4） 気体Dは二酸化炭素が発生することから、貝殻には炭素（C）が含まれていることがわかる。

★★ （5） 塩素は黄緑色で漂白作用や殺菌作用があり、プールの消毒にも使用されている。

★★ （6） ほかの物質の燃焼を助ける気体は酸素（O2)のCである。

★★★ （7）

★★★★ （8） 単体は1種類の原子からできているものなので、気体Aの水素（H2)、気体Cの酸素（O2）、気体Eの塩素（Cl2）となる。

★★★ （9）

★★★ （10） 気体の性質による集め方と名称はしっかりと覚えておこう！

★★★ （11） うすい塩酸と亜鉛やマグネシウム、アルミニウム、鉄などを加えると気体A（水素）が発生する。

解説

★★★ （1） 塩酸に石灰石に加えると、二酸化炭素（CO2)が発生する。

★★ （2）

★★★ （3） ①グラフを見て折れ曲がっているところをみると、石灰石が6.5ｇのところになっている。

★★★★

★★★★★ （4）

②石灰石を質量を増やしていったのにもかかわらず、グラフのM地点のようになったのは、塩酸がすべて反応した
からだと考えられる。

塩酸20　　　では6.5ｇの石灰石をすべて溶かすことができる。塩酸ｘ　　　では石灰石10.0ｇを溶かすことができと
すると、式は20：6.5＝ｘ：10となり、これを解くと　X≒30.7≒31　　　となる。

気体A：水素（H2）、気体B：アンモニア（NH3）、気体C：酸素（O2）、気体D：二酸化炭素（CO2）、気体E：塩素（Cl2）と
なる。

青色リトマス紙を赤色に変えるのは、酸性の気体である。水に溶けて酸性を示すものは、気体Dの二酸化炭素
（CO2）と気体Eの塩素（Cl2）である。ちなみにアンモニアはアルカリ性である。

Xは酸素、Yは二酸化炭素、Zはアンモニアの説明である。二酸化炭素は水上置換法（P）か下方置換法（R)で集め
る。

空気中に窒素は約80％、酸素は約20％含まれているので窒素：酸素＝4：1となる。ちなみに二酸化炭素は空気
中に約0.01％と非常に少ない。
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目標時間

30分2.気体の発生と性質（解答）

単元2 物質のすがた
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